
表1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022.3.14修正

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

新卒〜2年目 3〜4年目 管理者候補、高度実践者

医療・看護における専門職業人としての責務

を理解し、助言を得て基本的姿勢と態度により

行動する

医療・看護における専門職業人としての責務

にもとづいて、目標達成へ向けて自覚と責任

ある行動をとる

医療・看護における専門職業人としての責務

にもとづいて、チームの目標達成へ向けて

リーダーシップを発揮する

医療・看護における専門職業人の責務にとし

て、組織kら求められる役割を認識しロールモ

デルとなる

医療・看護における専門職業人としての責務

として、組織の問題解決や目標達成に向けて

役割を遂行する

1.法人および看護部の理念と基本方針を理解

し、良質な医療・看護サービスの提供に向け

て組織の一員としての責任ある行動を身につ

ける

1.良質な医療・看護サービスの提供に向けて

組織の一員としての役割を理解し、部署の目

標達成に主体的に行動する

1.良質な医療・看護サービスの提供に向け

て、部署の目標達成に向けて率先して参加す

る

1.良質な医療・看護サービスの提供に向け

て、部署以外での組織の目標達成に向けて

主体的に実践する

1.良質な医療・看護サービスの提供に向け

て、所属を超え、病院や看護部の目標達成に

向けて役割を遂行する

2.専門職業人としての倫理的視点を理解する

2.専門職業人に求められる倫理的姿勢を持っ

て行動する

2.倫理的問題に気づき、解決に向けて行動す

る

2.倫理的課題の解決に向けて主体的に行動

できる

2.倫理的課題の解決に向けてチーム医療に

参加できる

1-1病院の理念に基づき地域社会への役割・

機能を理解できる

1-1当院の地域社会への役割・機能を理解

し、看護職に求められる役割を考え行動につ

なげることができる

1-1当院の地域社会への役割・機能を理解

し、看護職に求められる役割に率先して参加

する

1-1当院の地域社会への役割・機能を理解

し、看護職に求められる役割に率先して参加

する

1-1当院の地域社会への役割・機能を理解

し、看護職に求められる役割に率先して参加

する

1-2看護部の理念と基本方針が理解できる

1-2看護部の理念と基本方針を理解し部署に

おける自己の役割を説明できる

1-3社会人としてのルール、組織人として接遇

マナーを身につける

1-3自己の業務管理、社会人としてのルール、

組織人として接遇マナーを遵守できる

1-2自己の業務管理、社会人としてのルール、

組織人として接遇マナーの啓発ができる

1-2自己の業務管理、社会人としてのルール、

組織人としての接遇マナーが遵守されるよう助

言・指導する

1-2自己の業務管理、社会人としてのルール、

組織人としての接遇マナーが遵守されるよう指

導する

1-4指導を受けながら優先順位を考え決めら

れた時間内に業務を遂行できる

1-5マニュアルを遵守し指導を受けながら実践

できる

1-4マニュアルを確実に実施できる

1-6基本的看護技術は、到達目標が達成でき

る

1-7収益と支出の仕組みを理解しコスト削減の

ための行動ができる

1-5コスト意識をもち、診療報酬と処置などの

関係を理解して行動できる

1-3部署に関連する診療報酬の観点で考える

（各種加算）ことができる

1-3実践している医療・看護サービスについて

診療報酬の観点で行動できる

1-3実践している医療・看護サービスについて

診療報酬の観点から指導できる

1-8専門職業人としての行動指針となる倫理

的規範を理解できる

1-6倫理的問題に気づくことができる

1-4倫理的課題の解決に向けて、適切な手段

を用いて調整的な役割を果たすことができる

1-4倫理的課題の優先順位をみきわめ、具体

的解決策を実践する

1-4倫理的課題の解決に向けて、チームで実

践できる

1-7実践において倫理的規範と関連づけて行

動できる

【レベル毎の目標】

1.指導を受けながら自己の課題を発見し、自

ら教育活動を身につけることができる

1.自己の課題を明確化し、達成に向けた教育

活動を展開できる

1.自己の学習活動に積極的に取り組み、キャ

リア開発に向けて行動できる

1.自己のキャリア開発に関して目指す方向に

主体的に取り組み、後輩のロールモデルとな

ることができる

1.単独で専門領域や高度な看護技術等につ

いて自己教育活動を展開できる

2-1助言を受けて学習方法を確立し積極的に

取り組める

2-1院内外の研修に積極的に参加し、部署に

フィードバックできる

2-1自己の能力を鑑みてキャリアビジョンを描

くことができる

2-1キャリアビジョンに沿って計画的に自己研

鑽できる

2-1キャリアビジョンに沿って目標達成へ具体

的な行動ができる

2-2自己の知識や技術、能力を知ることができ

る

2-2自己の知識や技術、能力を正しく評価す

ることができる

2-2キャリアビジョンを描き課題を明確にできる

2-3院内研修の目的を理解し、自己課題を達

成できる

2-3院外研修などに積極的に参加し、自己の

課題が達成できる

2-4他者からの指導や助言を受けて、自己の

行動を振り返り意味づけることができる

2-4自己の実践を振り返り、行動変容につなげ

る

2-2実践を多様な視点からとらえ、チームに

フィードバックする

2-2実践を多様な視点からとらえ、組織改革を

推進する

2-5「私の看護観」をまとめることができる 2-5部署内での勉強会を企画、実施できる

2-6ケースレポートをまとめることができる

2-3自己の実践を振り返り、次の実践に生か

すことができる

2-6研究指導者から支援を受けながら、メン

バーとともに看護研究を行い実践に活かす

2-3研究筆頭者として院外発表できる 2-3自主的に研究活動を実践できる

2-7ケースレポート発表会に参加している 2-7院内看護研究発表会に参加している

2-4院内看護研究発表会に参加し、講評者を

担うことができる

2-4部署における研究指導者を担える

2-8研究指導者から指導を受けながら、看護

研究を行う

2-4院内看護研究発表会に参加している

1. チームの一員としての自覚を持ちメンバー

の役割が遂行できる

1. 部署において日常的な役割が遂行できる

1. 部署において円滑なチーム運営に向けて

指導的役割が遂行できる

1. 部署を超えて組織や看護部運営の一部を

担い、指導的役割が遂行できる

1. 専門性を発揮し、看護チームの管理・教育

的役割モデルとなることができる

２. 組織・看護部から求められる役割を担い、

創造的にチーム活動を展開できる

3-1チームの一員としてメンバーの役割を理解

し、行動できる

3-1優先順位をつけて効率的に業務を遂行で

きる

3-1チーム全体を俯瞰し、効率性を考えた業

務調整ができる

3-1突発的事態に対してもチームの業務調整

を図り、リーダーシップが発揮できる

3-1関連部署や多職種間と統合したケアを提

供できるよう部署やチームの連携を図る

3-2新人看護師の指導・支援に参加できる

3-2指導を受けながら日勤・夜勤のリーダー業

務ができる

3-2プリセプティや学生の指導の機会を積極

的に引き受けることができる

3-2部署やチームの共通の目標達成に向けて

方向性を示し、チーム力を引き出す関わりが

できる

3-3業務が円滑に開始できるように余裕をもっ

て行動できる

3-3支援を受けながら新人指導など後輩を教

育する機会を引き受けることができる

3-3プリセプターの支援ができる

3-2コーチングとティーチングの手法を活用し

て教育活動ができる

3-3労務基準・就業規則を理解し、労務管理

ができる

3-4期限や時間が守れるように、自ら相談・連

絡・調整ができる

3-4コーチングの手法を活用して、後輩の目

標達成に向けて共に成長できる

3-4コーチングとティーチングを意識して教育

活動ができる

3-5プリセプティと振り返りした内容をチーム全

体へフィードバックできる

4-1部署の年間目標を理解し、指導を受けな

がら自己目標を設定できる

4-1部署の年間目標達成に向けて、自己の目

標を設定し行動できる

4-1部署の目標達成に向けて問題点に気づ

き、解決策を提案できる

4-1部署における課題の明確化に向けて分析

をし、上司に問題提起ができる

4-1部署の課題に対して具体的解決を図れる

4-2部署の目標達成する上での問題の解決に

向けて具体的に行動できる

4-2部署やチームにおいて、目標を浸透させメ

ンバー間で協力体制ができるよう支援する

4-2部署やチーム活動が推進されるよう多職

種間の協力体制を作ることができる

チームの一員としてコミュニケーションの基本

を身につける

チーム内で状況に応じて適切なコミュニケー

ションを図る

部署内で良好な対人関係の構築に向けて行

動する

医療チーム内で様々なコミュニケーションツー

ルを用いて対人関係を構築する

関連部門と協働に向けて対人関係を構築する

【レベル毎の目標】

1. チームワークの重要性を認識し、良好なコ

ミュニケーションが図れる

1. チームメンバーにアサーティブなコミュニ

ケーションができる

1. リーダーとしてチームの目標達成に向けて

人間関係がで調整できる

1. リーダーシップを発揮し、メンバー間を調整

しながらチーム活動を促進できる

1. 医療チームとの連携を理解し、円滑なコミュ

ニケーションがとれる

1-1相手を尊重した態度で患者、家族とコミュ

ニケーションがとれる

1-1チームメンバーの立場や人間関係を尊重

し、相手と良好な関係を気づき行動できる

1-1患者、家族、他職種と円滑なコミュニケー

ションがとれる

1-1患者・家族の伝えようとしている考え、気持

ちの背景までを含めて理解できる

1-1相手の能力や行動特性を見抜き、その特

性に合わせたアプローチができる

1-2自己の感情に気づき、不適切な行動を抑

えることができる

1-2他者の考えや知識を尊重し、共有できる

1-2相手の能力や行動の優れていることと課

題を見出し、効果的に伝えることができる

1-2相手の努力を尊重し、フィードバックし合

意形成できる

1-3５W1Hをふまえて事実を正確に伝達できる 1-3他者が理解できるよう丁寧に説明できる

1-3相手の理解度を確認しながら、説明をした

りモデルを示すことができる

1-3相手の成長に向けて課題の提示と改善策

を支持的に伝えることができる

1-4チームワークの重要性を認識し相手と良

好なコミュニケーションをはかる

1-4コミュニケーションを阻害する要因を理解

し、常にコントロールできる

1-4相手へ与える影響を考え、発言や行動が

できる

1-4患者、家族、あるいはチームの問題を調整

するために他部署と積極的にコミュニケーショ

ンが図れる

1-5円滑に業務遂行されているかさまざまなコ

ミュニケーション技法を用いて把握できる

1-5円滑に業務遂行されているかコミュニケー

ション技法を工夫して把握できる

1-2医療チームの連携を理解し、円滑なコミュ

ニケーションをはかる

1-3潜在的にある課題を発見し、具体的解決

策を多職種の協力体制を作ることができる

基本的な看護手順に従い必要に応じて助言

を得て看護を実践する

標準的な看護計画に基づき自立して看護を

実践する

ケアの受け手に合う個別的な看護を実践する

幅広い視野で予測的判断をもち看護を実践

する

より複雑な状況において、ケアの受け手にとっ

ての最適な手段を選択しQOLを高めるための

看護を実践する

【レベル毎の目標】

助言を得てケアの受け手や状況（場）のニー

ズをとらえる

ケアの受け手や状況（場）の特性をふまえた

ニーズを自らとらえる

ケアの受け手や状況（場）の特性をふまえた

ニーズをとらえる

ケアの受け手や状況（場）を統合しニーズをと

らえる

ケアの受け手や状況（場）の関連や意味をふ

まえたニーズをとらえる

1. 助言を受けながら、ケアの受け手に必要な

身体的、精神的、社会的、スピリチュアルな側

面から必要な情報収集ができる

1. 自立して、ケアの受け手に必要な身体的、

精神的、社会的、スピリチュアルな側面から必

要な情報収集ができる

1. ケアの受け手に必要な身体的、精神的、社

会的、スピリチュアルな側面から個別性をふま

え必要な情報収集ができる

1. 予測的な状況判断のもと身体的、精神的、

社会的、スピリチュアルな側面から必要な情報

収集ができる

1. 複雑な状況を把握し、ケアの受け手を取り

巻く多様な状況やニーズの情報収集ができる

2. ケアの受け手の状況から緊急度をとらえる

ことができる

2. 得られた情報をもとに、ケアの受け手の全

体像としての課題をとらえることができる

2. 得られた情報から優先度の高いニーズをと

らえることができる

2. 意図的に収集した情報を統合しニーズをと

らえることができる

2. ケアの受け手や周囲の人々の価値観に応

じた判断ができる

【レベル毎の目標】助言を受けながら、安全な看護を実践する

ケアの受け手や状況（場）に応じた看護を実

践する

ケアの受け手や状況（場）の特性をふまえた看

護を実践する

様々な技術を選択・応用し看護を実践する

最新の知見を取り入れた創造的な看護を実践

する

1. 指導を受けながら看護手順に沿ったケアが

実施できる

1. ケアの受け手の個別性を考慮しつつ標準

的な看護計画に基づきケアを実践できる

1. ケアの受け手の個別性に合わせて適切な

ケアを実践できる

1. ケアの受け手の顕在的・潜在的ニーズに応

えるため、幅広い選択肢の中から適切なケア

を実践できる

１. ケアの受け手の複雑なニーズに対応する

ためあらゆる知見（看護および看護以外の分

野）を動員し、ケアを実践評価追求できる

2. 指導を受けながら、ケアの受け手に基本的

援助ができる

2. ケアの受け手に対してケアを実践する際に

必要な情報を得ることができる

2. ケアの受け手の顕在的・潜在的ニーズを察

知しケアの方法に工夫ができる

2.幅広い視野でケアの受け手をとらえ、起こり

うる課題や問題に対して予測的に看護実践が

できる

2. 複雑な問題をアセスメントし、最適な看護を

選択できる

3. 看護手順やガイドラインに沿って、基本的

看護技術を用いて看護援助ができる

3. ケアの受け手の状況に応じた援助ができる

3. ケアの受け手の個別性をとらえ、看護実践

に反映できる

【レベル毎の目標】関係者と情報共有する

看護の展開に必要な関係者を特定し、情報交

換をする

ケアの受け手やその関係者、多職種と連携す

る

ケアの受け手を取り巻く多職種の力を調整し

連携する

ケアの受け手の複雑なニーズに対応できるよ

うに、多職種の力を引き出し連携に活かす

1. 助言を受けながら看護ケアしていくために

必要な情報が何かを考え、その情報を関係者

と共有することができる

1. ケアの受け手を取り巻く関係者の立場や役

割の違いを理解したうえで、それぞれと積極的

に情報交換ができる

1. ケアの受け手の個別的なニーズに対応す

るために、その関係者と協力し合いながら多

職種連携ができる

1. ケアの受け手が置かれている状況（場）を

広くとらえ、結果を予測しながら多職種連携の

必要性を見極め、主体的に協力し合うことが

できる

1. 複雑な状況の中で見にくくなっているケア

の受け手のニーズに適切に対応するために、

自律的な判断の元関係者に積極的にと働き

かけることができる

2. 助言を受けながらチームの一員としての役

割を理解できる

2. 関係者と密にコミュニケーションをとることが

できる

2.ケアの受け手とケアについて意見交換でき

る

2.多職種間の連携が機能するように調整でき

る

2.多職種間の連携が十分に機能するよう、そ

の調整的役割を担うことができる

3. 助言を受けながらケアに必要と判断した情

報を関係者から収集することができる

3. 看護の展開に必要な関係者を特定できる

3. 積極的に他職種に働きかけ、協力を求める

ことができる

3. 多職種の活力を維持・向上させる関わりが

できる

3. 目標に向かって多職種の活力を引き出すこ

とができる

4. ケアの受け手を取り巻く関係者の多様な価

値観を理解できる

4. 看護の方向性や関係者の状況を把握し、

情報交換できる

5. 連絡・報告・相談ができる

【レベル毎の目標】ケアの受け手や周囲の人々の意向を知る

ケアの受け手や周囲の人々の意向を看護に

活かすことができる

ケアの受け手や周囲の人々に意思決定に必

要な情報提供や場の設定ができる

ケアの受け手や周囲の人々に意思決定に伴う

ゆらぎを共有でき、選択を尊重できる

複雑な意思決定プロセスにおいて、多職種も

含めた調整的役割を担うことができる

1. 助言を受けながらケアの受け手や周囲の

人々の思いや考え、希望を知ることができる

1. ケアの受け手や周囲の人々の思いや考

え、希望を意図的に確認することができる

1.ケアの受け手や周囲の人々の意思決定に

必要な情報を提供できる

1.ケアの受け手や周囲の人々の意思決定プロ

セスに看護職の立場で参加し、適切な看護ケ

アを実践できる

1.適切な資源を積極的に活用し、ケアの受け

手や周囲の人々の意思決定プロセスを支援

できる

2. 確認した思いや考え、希望をケアに関連づ

けることができる

2. ケアの受け手や周囲の人々の意向の違い

が理解できる

2. 法的および文化的配慮など多方面からケ

アの受け手や周囲の人々を擁護した意思決

定プロセスを支援できる

3. ケアの受け手や周囲の人々の意向の違い

を多職種に代弁できる

東京曳舟病院看護部キャリアラダー東京曳舟病院看護部キャリアラダー東京曳舟病院看護部キャリアラダー東京曳舟病院看護部キャリアラダー

協

働

す

る

力

【行動目標】

意

思

決

定

を

支

え

る

力

【行動目標】

Ⅱ

対

人

関

係

能

力

レベル毎の定義

１.対人

関係と

コミュニ

ケーショ

ンの知

識と技

術

【行動目標】

レベル毎の定義

Ⅲ

専

門

的

能

力

ニ

ー

ズ

を

と

ら

え

る

力

【行動目標】

ケ

ア

す

る

力

【行動目標】

レベル

【レベル毎の目標】

3.リー

ダー

シップと

マネジメ

ント

対象の目安 5年目以上

Ⅰ

概

念

化

能

力

レベル毎の定義

1.適正

な看護

サービ

スの特

性と仕

組み

【レベル毎の目標】

【行動目標】

【行動目標】

4.問題

発見と

問題解

決の知

識・方

法

2.生涯

学習と

キャリア

開発 【行動目標】


